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                               【資料１】 

埼玉県博物館連絡協議会 

博物館等資料レスキュー活動実施要領（案） 

 

１ 目的 

 博物館等資料レスキュー活動（以下「レスキュー活動」という）は、埼玉県

博物館連絡協議会（以下「協議会」という）加盟館園等、県内博物館・資料館

施設において、災害等により所蔵資料及び施設等に影響が及ぶような被害があ

った場合、速やかに資料の救済・保管を行うことを目的とする。 

 

２ 対象 

 協議会加盟館園の博物館資料を基本とするが、協議会会長（以下「会長」と

いう）が必要と認めた場合は、協議会加盟館園以外の博物館資料も対象とする。 

 

３ 範囲 

 博物館等資料レスキュー活動の範囲は原則として一次救済（被災資料の搬出

及び搬出後の保全措置）とする。 

 

４ 体制 

 レスキュー活動は、協議会会長館（以下「会長館（協議会事務局）」という）、

各地域ブロック、地域チーフ館、緊急時相互支援検討委員会委員委嘱館（以下

「検討委員館」という）等、協議会の既存の体制により行うものとする。 

 

（１）会長館（協議会事務局） 

  会長館（協議会事務局）は、加盟館園等の被災状況の情報集約を担うとと  

 もに、レスキュー活動においては総合対策本部となる。 

  会長館（協議会事務局）が被災した場合は埼玉県立さきたま史跡の博物館、 

 埼玉県立近代美術館の順でこれに代わる。３館とも被災した場合は、会長が 

 別途指名する。 

 

（２）地域ブロックとチーフ館 

  地域チーフ館は、地域ブロック内の加盟館園等の被災状況の情報収集と連 

 絡用務を担うとともに、レスキュー活動においては現地対策本部または活動  

 支援チームとなる。 

 

（３）検討委員館 

  各地域ブロックの検討委員館は、会長館（協議会事務局）や地域チーフ館 



 

 

 と連携し、被災情報の収集やレスキュー活動において連絡調整を行うととも 

 に、地域チーフ館が被災した場合、地域チーフ館に代わりその機能を担うも 

 のとする。検討委員館も被災した場合は、会長が別途指名する。 

 

５ レスキュー活動のフロー 

 災害発生時のレスキュー活動のフローは次のとおりとする。 

（１）レスキュー活動の要請 

  加盟館園は、博物館等資料に救済を要する被害があった場合、様式１によ  

 り会長館（協議会事務局）及び地域チーフ館にレスキュー活動を要請する。 

 

（２）被災状況の確認・報告 

  地域ブロック内の加盟館園等からレスキュー活動の要請を受けた地域チー 

 フ館は、地域ブロックの検討委員館と連携し、当該加盟館園の被災状況やレ 

 スキュー活動の優先順位等を確認し、会長館（協議会事務局）に報告する。 

  地域チーフ館から報告を受けた会長館（協議会事務局）は、各地域ブロッ 

 ク内の被災状況を取りまとめ、埼玉県教育委員会や埼玉県内市町村教育委員 

 会のほか、埼玉県教育局市町村支援部生涯学習文化財課、埼玉県文化財保護 

 協会、埼玉県地域史料保存活用連絡協議会等、必要と思われる関係機関に連 

 絡する。 

 

（３）レスキュー活動開始の決定 

  レスキュー活動の開始は、被災館からの報告をもとに、被災地区のチーフ 

 館と協議・調整したうえで会長が決定する。 

 

（４）総合対策本部の設置 

  レスキュー活動の開始決定にともない、会長館（協議会事務局）に総合対 

 策本部を設置する。会長を総合対策本部長とする。総合対策本部は次の業務 

 を行う。総合対策本部の構成員は会長が指名する。 

  ①レスキュー活動の統括 

  ②加盟館園への協力要請 

  ③現地対策本部、活動支援チームとの連絡調整 

  ④県教育委員会、市町村教育委員会、その他関係機関への情報発信および 

   連絡調整 

  ⑤特別会計の執行 

  ⑥救済資料の保全に関する指導・助言 

  ⑦実施報告の作成 



 

 

         

（５）現地対策本部の設置 

  会長は被災ブロックのチーフ館に現地対策本部の設置を要請する。現地対 

 策本部は次の業務を行う。現地対策本部の構成員は、会長と当該チーフ館の 

 館長が協議のうえ指名する。 

  ①レスキュー活動の要員と資材の受入れ 

  ②現場作業の指揮、監督 

  ③救済資料の保管場所の確保 

  ④救済資料の保全状況の確認 

  ⑤総合対策本部、活動支援チームとの連絡調整 

  ⑥レスキュー活動日誌の作成 

 

（６）活動支援チームの設置 

  会長は非被災地域の全チーフ館に活動支援チームの設置を要請する。活動 

 支援チームは次の業務を行う。活動支援チームの構成員は当該チーフ館の館 

 長が指名する。 

  ①レスキュー活動の要員および資材の手配と現地対策本部への提供 

  ②救済資料の保管場所の確保 

  ③総合対策本部、現地対策本部との連絡調整 

 

（７）現地対策本部の解散 

  被災資料の保管場所への移送・保管の終了をもって、現地対策本部を解散 

 する。 

 

（８）総合対策本部の解散 

  レスキュー活動の総括及び実施報告の作成をもって総合対策本部を解散 

 する。 

 

６ 経費 

 レスキュー活動に要する経費は、埼玉県博物館連絡協議会災害対策準備金を

充てるものとする。 

 

７ 事務 

 レスキュー活動に関する事務は、緊急時相互支援検討委員会（以下「検討委

員会」という」と協議の上、会長館（協議会事務局）が行う。 

 



 

 

８ その他 

 この要領に定めるもののほか、この活動の実施につき必要な事項については、

検討委員会による協議の上、会長が別に定めるところによるものとする。 

 

９ 附則 

 この要領は、制定の日から施行する。 

 

別表１ 地域ブロック表（平成 28年度現在） 

別表２ レスキュー活動フロー図 

様式１ レスキュー要請シート 



1 344-0062 春日部市粕壁東３－２－１５ 春日部市郷土資料館 東

2 340-0217 久喜市鷲宮5-33-1 久喜市立郷土資料館 東

3 345-8501 南埼玉郡宮代町学園台４－１ 日本工業大学工業技術博物館 東

4 340-0013 草加市松江６－３－１１ ミニ博物館　地球＆宇宙 東

5 345-0817 南埼玉郡宮代町字西原２８９ △ 宮代町郷土資料館 東

6 340-0831 八潮市大字南後谷７６３番地５０ 八潮市立資料館 東

7 340-0014 草加市住吉１－１１－２９ ○ 草加市立歴史民俗資料館 東

8 341-0042 三郷市谷口６１８－１（三郷市わくわくライブラリー） 三郷市立郷土資料館 東

9 369-0306 児玉郡上里町大字七本木６７ 上里町立郷土資料館 北

10 361-0052 行田市本丸１７－２３ 行田市郷土博物館 北

11 360-0036 熊谷市桜木町２－３３－２ 熊谷市立図書館 美術・郷土資料展示室 北

12 369-1217 大里郡寄居町大字小園３９ 埼玉県立川の博物館 北

13 361-0025 行田市大字埼玉４８３４ 埼玉県立さきたま史跡の博物館 北

14 348-0011 羽生市三田ケ谷宝蔵寺７５１－１ さいたま水族館 北

15 347-0022 加須市水深大立野２０６７ サトエ記念２１世紀美術館 北

16 369-0103 熊谷市小八林１０２２ （財）長島記念館 北

17 369-1224 大里郡寄居町大字鉢形２４９６－２ △ 鉢形城歴史館 北

18 348-0026 羽生市大字下羽生９４８番地 羽生市立郷土資料館 北

19 347-0125 加須市上崎２５６２-５ 深沢七郎文学記念館 北

20 360-0194 熊谷市万吉１７００ 立正大学博物案 北

21 367-8501 本庄市中央１－２－３ 本庄市立歴史民俗資料館 北

22 351-0007 朝霞市岡２丁目７番２２号 朝霞市博物館 西

23 352 -8501 新座市中野１－９－６ 跡見学園女子大学花蹊記念資料館 西

24 358-0015 入間市二本木１００ 入間市博物館 ALIT（ｱﾘｯﾄ） 西

25 350-0053 川越市郭町２丁目３０番地１ 川越市立博物館 西

26 350-0053 川越市郭町２－３０－１ 川越市立美術館 西

27 350-0055 川越市久保町１１－８ 川越歴史博物館 西

28 355-0076 東松山市下唐子１４０１ （公財）原爆の図丸木美術館 西

29 355-0065 東松山市岩殿２４１－１１３ △ 埼玉県平和資料館 西

30 355-0221 比企郡嵐山町菅谷７５７ 埼玉県立嵐山史跡の博物館 西

31 355-0321 比企郡小川町大字小川１２２０ 埼玉伝統工芸会館 西

32 350-0212 坂戸市石井１８００－６ 坂戸市立歴史民俗資料館 西

33 350-1324 狭山市稲荷山１－２３－１ 狭山市立博物館 西

34 350-0288 坂戸市千代田３―９－２１ 女子栄養大学香川昇三・綾記念展示室 西

35 350-0295 埼玉県坂戸市けやき台１－１ 城西大学水田美術館 西

36 359-0042 所沢市並木１－１３ 所沢航空発祥記念館 西

37 355-0803 比企郡滑川町大字福田７６３－４ 滑川町エコミュージアムセンター 西

38 352-0025 新座市片山１－２１－２５ 新座市立歴史民俗資料館 西

39 357-0063 飯能市大字飯能２５８－１ ○ 飯能市郷土館 西

40 354-0011 富士見市大字水子２００３－１ 富士見市立資料館 西

41 356- ふじみ野市※ ふじみ野市資料館（上福岡歴史民俗資料館／大井郷土資料館） 西

42 354-0043 入間郡三芳町大字竹間沢８７７番地 三芳町立歴史民俗資料館 西

43 350-0432 入間郡毛呂山町大類５３５ 毛呂山町歴史民俗資料館 西

44 350-0065 川越市仲町４－１３ （財）山崎美術館 西

45 355-0155 比企郡吉見町大字北吉見３２１番地 吉見町埋蔵文化財センター 西

46 359-1131 所沢市久本１４４７-１ 所沢郷土美術館 西

47 330-0062 さいたま市浦和区仲町２－５－１浦和センチュリーシティ3階 うらわ美術館 南

48 363-0027 桶川市大字川田谷４４０５－４ 桶川市歴史民俗資料館 南

49 339-0056 さいたま市岩槻区加倉１－７－１ お人形歴史館  東久 南

50 362-0011 北本市朝日2-228 （公財）埼玉県学校給食会　学校給食歴史館 南

51 332-0033 川口市並木元町１－７６ 川口市立アートギャラリー・アトリア 南

52 333-0844 川口市上青木３―１２―１８ 川口市立科学館・サイエンスワールド 南

53 334-0002 川口市鳩ヶ谷本町２丁目１番２２号 川口市立文化財センター分館郷土資料館 南

54 335-0003 蕨市南町４－36－4 （公財）河鍋暁斎記念美術館 南

55 339-0016 さいたま市岩槻区新方須賀558-2 木の博物館　木力館 南

56 330-0061 さいたま市浦和区常盤９－３０－１ 埼玉県立近代美術館 南

57 330-0063 さいたま市浦和区高砂４－３－１８ ○△埼玉県立文書館 南

58 330-0803 さいたま市大宮区高鼻町４－２１９ ● 埼玉県立歴史と民俗の博物館 南

59 331-0804 さいたま市北区土呂町2-24-3 さいたま市大宮盆栽美術館 南

60 330-0803 さいたま市大宮区高鼻町２－１－２番地 さいたま市立博物館 南

61 331-0805 さいたま市北区盆栽町１５０番地 さいたま市立漫画会館 南

62 363-0022 桶川市若宮１－５－９ さいたま文学館 南

63 339-0057 さいたま市岩槻区本町４－８－２４ 鈴木酒造株式会社　酒蔵資料館 南

64 330-0852 さいたま市大宮区大成町３－４７ 鉄道博物館 南

65 339-0057 さいたま市岩槻区本町３－２－３２ 東玉・人形の博物館 南

66 335-0021 戸田市新曽１７０７番地 戸田市立郷土博物館 南

67 330-0061 さいたま市浦和区常盤６－４－４ さいたま市役所６階 文化施設建設準備室（（仮称）岩槻人形会館） 南

68 335-0005 蕨市中央５－１７－２２ 蕨市立歴史民俗資料館 南

69 332-0016 川口市幸町２-１-１８-１０１ 日本万華鏡博物館 南

70 369-1305 秩父郡長瀞町長瀞１４１７－１ ○ 埼玉県立自然の博物館 秩父

71 369-1803 秩父市荒川日野７６ 秩父市立荒川歴史民俗資料館 秩父

72 368-0054 秩父市別所字久保ノ入１４３２ 秩父錦「酒づくりの森」酒造資料館 秩父

73 369-1902 秩父市三峰２９８－１ 秩父宮記念三峰山博物館 秩父

74 368-0013 秩父市永田町７－１ 秩父美術館・仏教資料館 秩父

75 369-1305 秩父郡長瀞町大字長瀞１１６４ 長瀞町郷土資料館 秩父

76 368-0023 秩父市大宮６１７６ 武甲山資料館 秩父

77 368-0032 秩父市大宮坂氷６１７５－１ （財）やまと－あーとみゅーじあむ 秩父

78 368-0072 秩父郡横瀬町大字横瀬２０００番地 横瀬町歴史民俗資料館 秩父

●・・・事務局館　　○・・・チーフ館　　△・・・検討委員会構成館
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9

合計７８館

　　　　　　　　　　　埼玉県博物館連絡協議会　地域ブロック表（H28版）            　　別表１
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        レスキュー活動フロー図         別表２ 
                                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被災館 

 

 

レスキュー活動要請 

県教育委員会 

市町村教育委員会 

その他関係機関 

 

情報発信・連絡調整 

情報共有 

連絡調整 

情報共有 

 

被災地域検討委員館 

現地対策本部サブ機能

能 

 

 

設置要請 

 

レスキュー活動のサポート 

被災館 

レスキュー活動の実施 

 

会長館（協議会事務局） 

レスキュー活動開始決定 

 

 

 

 

被災地域チーフ館 

 

 

 

総合対策本部 現地対策本部 

 

 

非被災地域チーフ館 

 

 

 

活動支援チーム 

情報共有

連絡調整 

 

非被災地域検討委員館 

活動支援チームサブ機能

能 

 

 

加盟館園 

 

協力要請 

 情報共有 

支援活動のサポート 

被災状況調査 

調査結果報告 

レスキュー活動開始 
レスキュー活動開始 

実施報告の作成 

設置要請 

被災資料の移送・保管終了 現地対策本部の解散 

総合対策本部の解散 



                                 様式１ 

博物館等資料レスキュー要請シート 
 

発信元 アミ掛け部分は事前記入 発信日 月 日 時 分 

送信先 
埼玉県立歴史と民俗の博物館  FAX 048-645-7321 

地域チーフ館 

 

被災状況確認事項 

災害発生日時 月  日  時  分 頃 

災害の種別 地震 風害 水害 火災 その他（      ）          

資料被災状況 損壊 水損  焼損 その他（        ） 

人的被害状況 死亡 重症  軽傷 その他（        ） 

 

支援要請確認事項 

人的支援 
 

物的支援 
 

その他 
 

 

その他参考事項 
ライフラインの状況、周辺交通アクセス等 

 

 

 

 

 

 

 

報告者 
職・氏名  

TEL          （携帯） 

メール  

 



                                  【資料２】 

 

埼玉県博物館連絡協議会緊急時相互支援検討委員会設置要綱（改正案） 

 

１ 名称 

この委員会は、埼玉県博物館連絡協議会緊急時相互支援検討委員会（以下「委員会」という）

と称する。 

２ 設置目的 

委員会は、埼玉県博物館連絡協議会（以下「協議会」という）加盟館園等、県内博物館・資

料館施設において、災害等により所蔵資料及び施設等に影響が及ぶような被害があった場合、

速やかに資料の∧救済・保管（文化財レスキュー）を行うため、加盟館園相互の協力・ 

     一次的な  （博物館等資料レスキュー） 

支援体制を整備することを目的とする。 

３ 運営体制 

委員会は協議会会長の承認を得て運営し、検討結果等は協議会総会及び役員会で報告する。 

４ 組織構成 

委員会は各ブロックから選出された委員及び協議会事務局長で構成する。 

委員長は協議会事務局長をもってあて、委員会を統括する。委員会は委員長が招集し、必要

に応じて他機関等からの協力を得ることができる。 

５ 任期 

委員の任期は２年とするが、再任することができる。 

６ 活動内容 

(1) 災害等緊急時における、連絡網の整備 

(2) 災害等緊急時における、下記計画の検討と立案 

① 地域別・分野別の相互支援計画 

② 被災した博物館等資料の応急的レスキュー計画 

③ 被災した博物館等資料の安定化・再生のための計画 

④ 緊急用梱包資材等の備蓄計画  ← 削除 

④ 災害等緊急時における職員派遣制度の検討 

(3) 防災計画・危機対応マニュアルの整備 

(4) 文化財レスキューに関わる研修・視察等の実施 

  文化財レスキュー（防災、減災含む） 

(5) 他機関・組織及び大学等との連携 

(6) 災害対策準備金の管理運営に関すること 

(7) その他、文化財レスキューに関すること 

     文化財レスキュー（防災、減災含む） 

７ 協力・支援範囲 

協議会加盟館園を基本とするが、加盟館園以外でも、所蔵資料の保存・管理に危険が生じた

時、あるいは要請があった場合には、委員会で協議の上、加盟館園と同様の措置を講じること

ができる。 

８ その他 
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本要綱に定めるもののほか、必要な事項については、会長の承認を得て委員会が定める。 

（施行） 

平成２５年４月２５日 

平成２８年４月２２日一部改正 

平成２９年４月  日一部改正 

 



                                 【資料３－１】 

平成２８年度 事業報告 

 

事   業 

 

 

日 時・会 場 

 

事 業 内 容 

 

役 員 会
 

 

 

 

 
4月22日(金)

 

  埼玉県立歴史と民俗の博物館
 

 

・新役員の選出 

・平成27年度事業報告・決算報告 

・平成28年度事業計画(案)・予算(案)の審議・承認 

・その他 
 
3月17日（金）

 

 埼玉県立歴史と民俗の博物館
 

 

・平成28年度事業報告(案)・決算報告(案)の審議・承認 

・平成29年度事業計画(案)・予算(案)の審議 

・博物館等資料レスキュー活動実施要領（案）の審議・承 

 認 

総   会
 

 

 4月22日(金)（委任状含め66館） 

 埼玉県立歴史と民俗の博物館 

・新役員選出 

・平成27年度事業報告・決算報告 

・平成28年事業計画(案)・予算(案)の審議・承認 

・その他 

地域チーフ館会議
 

 

 6月30日(木)・2月14日（火） 

 埼玉県立歴史と民俗の博物館 

・各地域の活動状況の報告等について 

・新規事業の内容について 

 

研 究 会 

 7月13日（水）（20人） 

 本庄市役所 

・講演「本庄市の文化財」 

 講師：太田 博之氏、野口 泰宣氏（本庄市教育委員会） 

 
11月10日（木）（35人） 

 埼玉県立歴史と民俗の博物館 

・講演「博物館・美術館の次世代照明の可能性と課題」 

 講師：吉田 直人氏（東京国立文化財研究所） 

資料保存研修会
 

(文化財レスキュー・防災研

修会) 

 2月７日（火）（51人） 

 ※文保協、埼史協との共催 

 埼玉県立歴史と民俗の博物館 

・講演「新潟県内の被災文化財とレスキュー体制」 

 講師：田邊 幹氏（新潟県立歴史博物館） 

・情報提供「国立文化財機構防災ネットワーク」 

 講師：和田 浩氏 六人部 克典氏（東京国立博物館） 

 

見 学 会
 

 

 4月22日(金)（54人） 

埼玉県立歴史と民俗の博物館 

・企画展「蔵出し資料」見学
 

 7月13日（水）（20人） 

 本庄市立歴史民俗資料館 

・本庄市立歴史民俗資料館の展示・施設見学 

 11月10日（木）（35人）
 

 埼玉県立歴史と民俗の博物館
 

・特別展「徳川家康」見学 

県外研修会 

 

 10月７日（金）（21人） 

 群馬県立歴史博物館 

 群馬県立近代美術館 

・講義「群馬県立歴史博物館のリニューアルについて」 

 講師：小池 浩平氏（群馬県立歴史博物館 補佐） 

・群歴のバックヤード、近美の企画展等の見学 

地域会議 随時 ・各地域チーフ館が主催運営 

ＩＴ運営委員会 

6月24日（金）・10月14日（金） 

2月17日（金） 

埼玉県立歴史と民俗の博物館
 

・SNSの導入についてのアンケートの実施・分析 

・HPの情報更新および内容充実について 

加盟館園職員名簿 
 6月9日（木）配布 ・加盟館園職員名簿のデジタルデータを作成し配布 

埼博連加盟館マップ 

 

 8月26日（金）発行 ・埼玉県博物館連絡協議会加盟各館園の所在地および概要

 を紹介したパンフレットを印刷、配布 

埼博連マスコット 

キャラクターシール 

 9月21日（水）発行 ・埼玉県博物館連絡協議会のマスコットキャラクターをデ

 ザインしたシールを作成、配布 

緊急時相互支援 

検討委員会 

6月3日（金）・10月12日（水） 

2月7日（火） 

  埼玉県立歴史と民俗の博物館
 

・博物館等資料レスキュー活動実施要領（案）について 

・日博協研究協議会（熊本開催）に委員を派遣 



平成28年度　埼玉県博物館連絡協議会決算報告（見込み）

1．一般会計

（収入の部）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位円）（下段のかっこはH27年度）
項目 �予算顔 �収入額 �比較増減額 �備考 

会　費 �994，000 �990，000 �△4，000 �2用00×14館＝　‾294．000 14．000×14館＝196．000 

（974，000） �（974．000） �（0） �10，000×50館＝　500，000 免除×0館＝　　0 

参加費 �0 （0） �0 （0） �0 （0） � 

雑収入 �150 日23） �10 （150） �△140 （27） �預金利子　　　　　　　　　　　　　10 

繰越金 �808，885 �808．885 �0 （0） �平成27年度より繰越 
（733，9851 �（733，985） 

計 �1，803，035 �1，798．895 �△4，140 � 
rl．708．1081 �（1．708．135） �（27） 

（支出の部）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位＝円）く下段のかっこはH27年度） 

項目 �予算恕 �支出額 �執行残 �備考 

旅費 �50，000 �21，662 �28，338 �役員・委員等　旅費　　　　　　　　21．662 
50，000 �21，186 �28，814 26，320 

事務費 �106，000 �79．680 ��通信運　　　　　　　　　　　　　12802 
消耗品費　　　　　　　　　　　　5，080 

（104，000） �（78，544） �（25，456） �インタネット回線使用料　　55．900 サーバーレンタル料　　　5，898 

事業費 �1，072，000 �1，003，094 �68，906 �県外研修会費　13，100 地域別連絡協議会費　312．000 研究会費　　4，783 緊急時相互支援検討委員会　49．943 

（864，000） �（647，272） �（216．728） �埼博連MAP、シール印刷費　　　623，268 

報償費 �90，000 �0 �90，000 �講師謝金　　　　　　　　　　　　　　0 

（90，000） �（30，108） �（59，892） 

繰出金 �100，000 �100，000 �0 �災害対策準備金　　　　　　　100，000 
（100，000 �（100，000） �（0） 

予備費‾ �385．035 �0 �385，035 �埼博連HP外付ハードディスク　　　　　　　　　　0 
（499．174） �（22，140） �（477，034） 

‾　計 �1．803．035 �1，204，436 �598～599 � 

（1．607．1741 �（899．250） �（707．9241 

（収支の部）

2．特別会計

収入済額 �1，798．895 （1，708，135） �（単位：円）（下段のかっこはH27年度） 

支出済顔 �1，204．436 （899，250） � 

差引残敵 �594，459 （808．885） �（次年度へ繰り越し額） 

（収入の部）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）（下段のかっこ内はH27年度） 

項目 �予算額 �収入額′ �比較増減緻 �備考 

繰入金 �100，000 �100，000 �0 � 

・．　　　」　　　ユ旦！坦些） �（100，000） �0 

繰越金 �100，000 �100，000 �0 （0） � 
（0） �（0） 

責十 �200，000 �200．000 �0 � 
【100．0001 �（100．0001 �（01 

（支出の部）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）（下段のかっこ内はH27年度） 

項目 �予算額 �支出額 �執行残 �備考 

災害対策準備金 �200，000 �0 �200，000 � 
（100．000） �（0） �（100，000） 

計 �200，000 �0 �200，000 � 
（100．000） �（0） �（100．000） 

（収支の部）
収入済領 �　200，000 」型旦型 　　0 　（0 �（単位：円）（下段のカッコ内はH27年度） 

支出済顔 �� 

差引残額 �．200，000 日00．000） �（次年度へ繰越額） 



                                 【資料４－１】 

平成２９年度 事業計画（案） 

 

事   業 

 

 

日 時・会 場 

 

事 業 内 容 

 

役 員 会
 

 

 

 

 
4月20日(木)

 

  埼玉県立歴史と民俗の博物館
 

 

・平成28年度事業報告・決算報告 

・平成29年度事業計画(案)・予算(案)の審議・承認 

・博物館等資料レスキュー活動実施要領（案）の審議・承

 認 
 
３月中旬

 

 埼玉県立歴史と民俗の博物館
 

 

・平成29年度事業報告(案)・決算報告(案)の審議・承認 

・平成30年度事業計画(案)・予算(案)の審議 

・その他 

総   会
 

 

 4月20日(木) 

 埼玉県立歴史と民俗の博物館 

・平成28年度事業報告・決算報告 

・平成29年事業計画(案)・予算(案)の審議・承認 

・博物館等資料レスキュー活動実施要領（案）の審議・承

 認 

地域チーフ館会議
 

 

 ６月下旬・２月下旬 

 埼玉県立歴史と民俗の博物館 

・各地域の活動状況の報告と問題点について 

・埼博連の加盟促進について 

 

研 究 会 

 ７月下旬 

 未定 

・演題、講師未定 

 
１１月下旬 

 埼玉県立歴史と民俗の博物館 

・演題、講師未定
 

 

資料保存研修会
 

(文化財レスキュー・防災研

修会) 

 ２月中旬 

 埼玉県立歴史と民俗の博物館 

・演題、講師未定。文化財保護協会・埼玉県地域史料保存  

 活用連絡協議会との共催予定。 

 

見 学 会
 

 

 4月20日(木) 

埼玉県立歴史と民俗の博物館 

・企画展「縄文の空間」見学
 

 ７月下旬 

  加盟館園で調整 

（前期研究会会場館の展示等にあわせて） 

 

 １１月下旬
 

 埼玉県立歴史と民俗の博物館
 

・特別展「上杉家の名刀と三十五腰」見学 

県外研修会 

 

 ９月下旬 ・会場未定（千葉県方面） 

地域会議 随時 ・各地域チーフ館が主催運営 

ＩＴ運営委員会 
６月下旬、その他随時 

埼玉県立歴史と民俗の博物館
 

・埼玉県博物館連絡協議会ホームページの運営、ホームペ 

 ージ内容の充実化 

加盟館園職員名簿 

 

 ６月下旬発行 

 

・加盟館園職員名簿のデジタルデータを作成し配布 

 

埼博連加盟館マップ 

 

 ８月下旬発行 

 

・埼玉県博物館連絡協議会加盟各館園の所在地および概要 

 を紹介したパンフレットを印刷、配布 

緊急時相互支援 

検討委員会 

 ６月上旬・２月中旬、その他随時 

  埼玉県立歴史と民俗の博物館
 

・博物館等資料レスキュー活動の運用について 

・災害時ネットワーク構築の検討 

 



                                                                           【資料４－２】

  1．一般会計  
（収入の部） （単位：円）

項目 H28予算額 H28決算見込 H29予算額 比較増減額 備考(右かっこ内はH28予算)

21,000 × 14 館 ＝ 294,000 (294,000)
14,000 × 14 館 ＝ 196,000 (210,000)
10,000 × 50 館 ＝ 500,000 (490,000)

参加費 0 0 0 0 (0)

雑収入 150 10 10 △ 140 預金利子 (150)

繰越金 808,885 808,885 594,459 △ 214,426 平成28年度より繰越 (808,885)

計 1,803,035 1,798,895 1,584,469 △ 218,566

（支出の部） （単位：円）

項目 H28予算額 H28決算見込 H29予算額 比較増減額 備考(右かっこ内はH28予算)

旅費 50,000 21,662 50,000 0 50,000 (50,000)

通信運搬費 20,000 (20,000)

事務費 106,000 79,680 106,000 0 消耗品費 20,000 (20,000)

電話回線使用料 56,000 (56,000)

サーバーレンタル料 10,000 (10,000)

県外研修会費 100,000 (100,000)

地域別連絡協議会費 312,000 (312,000)

研究会費 10,000 (10,000)

50,000 (50,000)

0 (200,000)

400,000 (400,000)

報償費 90,000 0 90,000 0 講師謝金 90,000 (90,000)

繰出金 100,000 100,000 100,000 0 災害対策準備金 100,000 (100,000)

予備費 385,035 0 366,469 △ 18,566 (385,035)

計 1,803,035 1,204,436 1,584,469 △ 218,566 1,218,000 (1,803,035)

２．特別会計
（収入の部）

項目 Ｈ28予算額 Ｈ28決算額 H29予算額 比較増減額

繰入金 100,000 100,000 100,000 0 (100,000)

繰越金 100,000 100,000 200,000 100,000 (100,000)

計 200,000 200,000 300,000 100,000 (200,000)

（支出の部）

項目 Ｈ28予算額 Ｈ28決算額 H29予算額 比較増減額

災害対策準備金 200,000 0 300,000 200,000 (200,000)

○事務局予算案の内容

・地域別連絡協議会費 312,000円 【内訳】 78館×4,000円

・緊急時相互支援検討委員会 50,000円 【内訳】 消耗品購入及び文化財レスキューに関する研修費

・広報イベント費内訳
　　埼博連加盟館マップ作成 400,000円 【内訳】 78館×200部＋予備400部＝16000部（発送費込）

　　　　　　

備考（右かっこ内はＨ28予算）

新規事業費

872,000事業費 緊急時相互支援検討委員会

広報イベント費

1,072,000 1,003,094 △ 200,000

備考（右かっこ内はＨ28予算）

　　　　平成２９年度 埼玉県博物館連絡協議会予算 （案）　　　【資料４－２】

会費 994,000 990,000

役員・委員等　旅費

990,000 △ 4,000



 

 

                            【資料５】 

埼玉県博物館連絡協議会地域振興支援事業（案） 

事業目的 

 地域ブロックの振興に資する事業について、審査の上、定められた予算額を

上限に、必要と認められる額を助成する。 

 

対象事業 

 地域ブロック内での連携事業、情報発信事業等 

 （ブロック内で承認を得た事業であり、かつチーフ館が申請者であることを

要するが、必ずしもブロック内の全館参加を条件とするものではない） 

  

申請方法 

 別紙様式により各地域のチーフ館から事務局に提出する。 

 ただし、前年度に事業採択を受けたブロックは次年度の申請対象から除外す

るものとする。（但し他ブロックからの申請がない場合はこの限りではない） 

 

提出期限 

 １月 31日まで（必着）に必要書類を事務局まで提出する。 

 （必要に応じて電子データの提出を求めることがある） 

 

審査方法 

 申請された事業を、埼玉県博物館連絡協議会地域振興支援事業審査委員会（以

下、審査委員会という）で審査した上、妥当と認められたものの中から 1 事業

を採択する。 

 審査委員会は、必要に応じて申請者に対し、事業内容についてヒヤリングを

行うことが出来る。 

 申請内容のうち、事業の一部不採択や一部変更（経費見直し含む）を求める

場合がある。このため申請事業の全額を助成出来ない場合があるので留意する

こと。 

 

採択事業および助成額の決定 

 審査委員会の審査結果は、役員会の承認を経て会長が決定する。 

 

実積報告の承認 

 採択を受けたチーフ館は、事業終了後速やかに実施報告書により実施内容と

執行実績を審査委員会に報告する。審査委員会は実績報告を審査し、その結果

を総会に報告する。 



【資料６】 

 

埼玉県博物館連絡協議会・委員会委員推薦名簿 

 

緊急時相互支援検討委員会委員（任期：平成 29年度～平成 30年度） 

館園名 職・氏名 

 

埼玉県立近代美術館（南部） 

 

宮代町郷土資料館（東・北） 

 

埼玉県平和資料館（西部） 

 

秩父美術館・佛教資料館（秩父） 

 

県立歴史と民俗の博物館（事務局） 

 

 

学芸員 吉岡知子 

 

主任兼学芸員 横内美穂 

 

主幹 岩田明広 

 

事務局長 西 勝寿 

 

副館長 田中裕子 

 

 

ＩＴ運営委員会委員（任期：平成 29年度～平成 30年度） 

館園名 職・氏名 

 

うらわ美術館（南部） 

 

羽生市立郷土資料館（東・北） 

 

富士見市立資料館（難波田城資料館） 

             （西部） 

県立自然の博物館（秩父） 

 

県立歴史と民俗の博物館（事務局） 

 

 

主任（学芸員） 松原知子 

 

技師 折原 覚 

 

館長 早坂廣人 

 

学芸員 半田宏信 

 

主席学芸主幹 田中正夫 

 

 

チーフ館（西部ブロックが改選、任期は平成 29年度～平成 30年度） 

富士見市立資料館（水子貝塚資料館） 



                                  【資料７－１】 

平成２８年度 南部地域 活動報告 

（チーフ館：埼玉県立文書館） 

１ 会議 

名称 開催月日（曜日） 議題 備考(会場等) 

第１回加盟館室長

会議 

 

 

第２回南部地域会

議 

 

 

 

 

10月 4日（火） 

 

 

 

3月 23日（木） 

 

①平成 28年度事業計画協議 

②平成 28年度予算協議 

③企画展見学（見学会） 

 

①平成 28年度事業報告 

②平成 29年度事業計画協議 

③平成 28年度決算協議 

④平成 29年度予算協議 

⑤企画展見学（見学会） 

埼玉県立近代美

術館 

 

 

埼玉県立歴史と

民俗の博物館 

※会議名称を第

１回会議で変更 

 

 

 

２活動・事業等 

名称 概要 

見学会 ①１０月４日（火） 

 埼玉県立近代美術館企画展「NEW VISION SAITAMA 5 迫り出す身体」 

 学芸員による解説、見学 

 

②１２月７日（水） 

 福島県文化財センター白河館まほろん、白河集古苑 

 まほろん 

  東日本大震災による被災文化財の保全の取り組みについての講義、 

  施設見学、15周年記念指定文化財展「城跡の考古学」見学 

 白河集古苑 

  企画展「縁起ものの美術」、国指定史跡白河小峰城見学 

 

③３月２３日（木） 

 埼玉県立歴史と民俗の博物館企画展「縄文の空間 暮らしと願い」 

 学芸員による解説、見学 

 

 

 

 

３ その他特記すべき事項 

特になし 

 



                                 【資料７－２】 

 

平成２８年度 東・北部ブロック地域 活動報告 

（チーフ館：草加市立歴史民俗資料館） 

１ 会議 

名称 開催月日（曜日） 議題 備考(会場等) 

総 会 

 

 

 

 

 

 

 

地域館園交流研修

会 

 

6月 1日(水) 

 

 

 

 

 

 

 

11月 30日(水) 

 

①平成２７年度事業及び決算報告について 

②役員改選 

③平成２８年度事業計画及び予算（案）について 

④ブロック加盟館園事業「スタンプラリー」につ

いて 

⑤加盟館園平成２８年度事業計画について 

 

 

①スタンプラリー実施結果について 

②次年度の計画について 

③本庄市立歴史民俗資料館見学 

 

 

草加市立歴史民

俗資料館 

 

 

 

 

 

 

 

本庄市役所 

 

 

 

２活動・事業等 

名称 概要 

東部・北部ミュージアムス

タンプラリー 

 

 

 

地域館園交流研修会 

・７月 20日～11月 30日 

 スタンプラリー台紙を各加盟館で合計 7,000枚配布 

   ５館達成景品 埴輪貯金箱 ９３個配布 

   ３館達成景品 コバトン消しゴム ９０個配布 

 

・11月 30日(水) 本庄市立歴史民俗資料館にて館内見学 

 

 

 

３ その他特記すべき事項 

11月に開催した地域館園交流研修会ではスタンプラリーについて、主に話し合いがもたれた。 

 ・スタンプラリー景品について、どちらか一つしかもらえないと思っている参加者が多かった。 

 ・“こばとん消しゴム”が劣化し始めている。 

 ・今年度の繰越金を来年度のスタンプラリー事業の整備に充てる。 

深沢七郎文学記念館が移転のため平成 28年 12月 1日～平成 29年 1月 28日休館。 

 

 



                                  【資料７－３】 

平成 28年度   西部地域 活動報告 

(チーフ館：飯能市郷土館) 

1 会議 

名称 開催月日(曜日) 議題 備考(会場等) 

総会 4月 21日(木) （１）平成 27 年度事業報告及び決算に

ついて 

（２）平成 28 年度事業計画(案)及び予

算(案)について 

（３）平成 28年度役割分担について 

  ・理事館 

  ・学芸研修担当 

  ・危機管理委員 

  ・ＩＴ推進担当 

（４）その他 

   ①「催物案内」について 

 

飯能市郷土館 

 

２ 活動・事業等 

名称 概要 

後期研修会 

 

 

 

 

 

 

県西部ブロック博

物館催し物案内の

発行 

2月 14日(火) 入間市博物館 

研修内容「博物館におけるボランティア」 

①入間市博物館ボランティア会員による「むかしのくらしと道具展」での「なる

へそ道具話」入間市博物館ボランティア会副会長 小暮 欽作氏 

②「博物館におけるボランティア活動の意義と課題」 

        桜美林大学准教授  金子 淳 氏 

 

年４回発行(4月、7月、10月、1月) 

 

３ その他特記すべき事項 

なし 

 



【資料７－４】 

平成２８年度 秩父地域 活動報告 

（チーフ館：県立自然の博物館） 

１ 会議 

名称 開催月日（曜日） 議題 備考(会場等) 

第１回地域館会議 

 

 

第２回地域館会議 

 

 

 

6月 2日（木） 

 

 

2月 2日（木） 

 

①平成 27年度実施事業について 

②地域館スタンプラリーについて 

 

①平成 28年度実施事業について 

②平成 29年度事業計画について 

 

県立自然の 

博物館 

 

やまとーあー

とみゅーじあ

む 

 

 

 

２活動・事業等 

名称 概要 

秩父地域館スタンプラリー 

 

 

 

 

 

秩父地域館 9 館を会場としたスタンプラリーを開催した。概要は平成 26

年度に開催した秩父地域館スタンプラリーと同様に４館分のスタンプを集

め、景品と交換するというものである。景品には前回と同様のオリジナルＴ

シャツに加え、新たにオリジナル手ぬぐいを追加し、どちらか一つを選んで

いただく形式とした。スタンプラリーの台紙は、各施設での配布に加え自然

の博物館ホームページからダウンロードできるようにした。 

Ｔシャツ１００部、手ぬぐい１００部を用意し、うちＴシャツ７４部、手

ぬぐいを５３部交換した。 

 

←Ｔシャツデザイン 

↓手ぬぐいデザイン 

 

 

 

 

３ その他特記すべき事項 

 

 



                             【資料８－１】 

平成 28年度緊急時相互支援検討委員会の活動について 

 

このことについて、下記のとおり報告いたします。 

 

記 

 

１ 委員会の実施日時 

第１回 平成２８年 ６月 ３日（金） １４時３０分から１６時まで 

第２回 平成２８年 10月 12日（水） １４時３０分から１６時まで 

第３回 平成２９年 ２月 ７日（火） １０時３０分から１２時まで 

 

 

２ 委員会の構成 

委員長 県立歴史と民俗の博物館 田中裕子 埼玉県博物館連絡協議会事務局長 

委 員 県立文書館 永野 貴之 南部地区 

委 員 平和資料館 猪熊 孝文 西部地区 

委 員 鉢形城歴史館館長 石塚 三夫 北部地区 

委 員 宮代町郷土資料館主任兼学芸員 横内 美穂 東部地区 

事務局：歴史と民俗の博物館（企画担当：加藤・二階堂、資料調査活用担当：中山） 

 

３ 報告 

（１）緊急時相互支援事業について 

  ①「博物館等資料レスキュー活動実施要領（案）」の検討。（6月） 

  ②「博物館等資料レスキュー活動実施要領（案）」について、全加盟館園に対し 

   し意見集約を実施。（10月） 

   ③「博物館資料等レスキュー活動実施要領（案）」を作成。（2月） 

 

（２）情報収集 

   ①文化財防災ネットワーク推進室（独立行政法人国立文化財機構）と事務局との 

    間で情報交換のための協議を実施。（8月） 

   ②埼玉県文化財保護協会が実施した平成 28年度被災文化財レスキューボランテ 

    ィア研修会に田中委員長および事務局が参加。(第 1回７月、第 2回 11月） 

   ③南部ブロック主催の見学会（東日本大震災による被災文化財の保全に取り組む 

    福島県文化財センター視察）に横内委員および事務局が参加。（12月） 

     ④平成 28年度日本博物館協会研究協議会「博物館のリスクマネージメント～大 

    規模災害と博物館～」に田中委員長が参加。（2月） 

 （３）研修会の実施について 



 

                              

    名 称：平成 29年度文化財レスキュー・防災研修会 

      日 時：平成 29年 2月 7日(火) 13:30～16:00  

      テーマ：新潟の災害と文化財レスキューに学ぶ 

    共 催：埼玉県文化財保護協会、埼玉県地域史料保存活用連絡協議会 

      会 場：県立歴史と民俗の博物館 講堂 

      参加人数：51名 

 

以上 



 

 

                             【資料８－２】 

平成 28年度ＩＴ運営委員会の活動について（案） 

 

このことについて、下記のとおり報告いたします。 

 

記 

 

１．委員会の実施日時 

  第 1 回 平成 28年 ６月 24日（金）14:30～16:00 

  第 2回 平成 28年 10月 14日（金）14:30～16:00 

  第 3回 平成 29年 ２月 17日（金）14:30～16:00 

 

２．委員会の構成 

委員長 富士見市立難波田城資料館 早坂 廣人 西部地区 

委 員 さいたま市立博物館 菊地 慶徳 南部地区 

委 員 羽生市立郷土資料館 高鳥 邦仁 東・北部地区 

委 員 県立自然の博物館 半田 宏伸 秩父地区 

委 員 県立歴史と民俗の博物館 西口 正純 事務局 

   事務局：県立歴史と民俗の博物館（企画担当：山本、二階堂） 

 

３．活動報告 

 (1)  埼博連ホームページの情報更新について 

   ・平成 28年度の総会・役員会資料を掲載した。（5月） 

   ・平成 28年度前期研究会・見学会の実施報告を掲載した。（7月） 

   ・西部ブロック博物館催し物案内を掲載した。（7月、12月、1月） 

   ・平成 28年度加盟館園ガイドマップを掲載した。（8月） 

   ・埼博連マスコットキャラクターを掲載した。（9月） 

   ・平成 28年度県外研修の実施報告を掲載した。（10月） 

   ・平成 28年度後期研究会・見学会の実施報告を掲載した。（11月） 

   ・平成 28年度南部ブロック県外見学会の実績報告を掲載した（１月） 

   ・ポスター・チラシ等の掲載情報を更新した。（2月） 

   

 (2) 埼博連ホームページの充実について 

   ・埼博連ホームページにおける展覧会ポスター・チラシ等の掲載に向けての検 

    討および試行（6月） 

   ・埼博連ホームページにおける展覧会ポスター・チラシ等の掲載実施要領の作成 

    および運用（11月） 

   ・埼博連ホームページにおける展覧会ポスター・チラシ等の掲載運用結果の検証 

   （2月） 

以上 

 



H29.4.20

番号 館園名 番号 館園名

1 朝霞市博物館 41 女子栄養大学香川昇三・綾記念展示室

2 跡見学園女子大学花蹊記念資料館 42 鈴木酒造株式会社　酒蔵資料館

3 入間市博物館 ALIT（ｱﾘｯﾄ） 43 草加市立歴史民俗資料館

4 うらわ美術館 44 秩父市立荒川歴史民俗資料館

5 桶川市歴史民俗資料館 45 秩父錦「酒づくりの森」酒蔵資料館

6 お人形歴史館  東久 46 秩父宮記念三峰山博物館

7 春日部市郷土資料館 47 秩父美術館・仏教資料館

8 学校給食歴史館 48 鉄道博物館

9 上里町立郷土資料館 49 東玉・人形の博物館

10 川口市立アートギャラリー・アトリア 50 所沢郷土美術館

11 川口市立科学館・サイエンスワールド 51 所沢航空発祥記念館

12 川口市立文化財センター分館郷土資料館 戸田市立郷土博物館

13 川越市立博物館 戸田市立郷土資料博物館（分館）彩湖自然学習センター

14 川越市立美術館 53 （財）長島記念館

15 川越歴史博物館 54 長瀞町郷土資料館

16 （公財）河鍋暁斎記念美術館 55 滑川町エコミュージアムセンター

17 木の博物館　木力館 56 新座市立歴史民俗資料館

18 行田市郷土博物館 57 日本工業大学工業技術博物館

19 久喜市立郷土資料館 58 日本万華鏡博物館

20 熊谷市立熊谷図書館 美術・郷土資料展示室 59 鉢形城歴史館

21 （公財）原爆の図丸木美術館 60 羽生市立郷土資料館

22 埼玉県平和資料館 61 飯能市郷土館

23 埼玉県立川の博物館 62 深沢七郎文学記念館

24 埼玉県立近代美術館 63 武甲山資料館

25 埼玉県立さきたま史跡の博物館 富士見市立資料館（本館）水子貝塚資料館

26 埼玉県立自然の博物館 富士見市立資料館（分館）難波田城歴史館

27 埼玉県立文書館 ふじみ野市資料館（ふじみ野市立大井郷土資料館）

28 埼玉県立嵐山史跡の博物館 ふじみ野市資料館（ふじみ野市立上福岡歴史民俗資料館）

29 埼玉県立歴史と民俗の博物館 66 本庄市立歴史民俗資料館

30 さいたま市岩槻人形博物館開設準備室 67 三郷市立郷土資料館

31 さいたま市大宮盆栽美術館 68 ミニ博物館　地球＆宇宙

さいたま市立博物館 69 宮代町郷土資料館

岩槻郷土資料館 70 三芳町立歴史民俗資料館

浦和くらしの博物館民家園 71 毛呂山町歴史民俗資料館

旧坂東家住宅見沼くらっしっく館 72 八潮市立資料館

さいたま市立浦和博物館 73 （公財）山崎美術館

33 さいたま市立漫画会館 74 （財）やまとーあーとみゅーじあむ

34 さいたま水族館 75 横瀬町歴史民俗資料館

35 埼玉伝統工芸会館 76 吉見町埋蔵文化財センター

36 さいたま文学館 77 立正大学博物館

37 坂戸市立歴史民俗資料館 78 蕨市立歴史民俗資料館

38 サトエ記念21世紀美術館

39 狭山市立博物館

40 城西大学水田美術館 合計７８館

32

52

64

65

平成29年度　埼玉県博物館連絡協議会　加盟館園リスト


